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申し込み受付中!

       「アクアライナー
  船内探検ツアー」
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●ノートルダム大聖堂

●サント・シャペル

●ルーブル美術館

セーヌ川

●
シ
テ
島
と
は
？

　

フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
の
中
心
を
流
れ
る

セ
ー
ヌ
川
の
中
洲
。
地
図
で
見
る
と
、
形
は

確
か
に
中
之
島
に
似
て
い
る
。
サ
ン
・
ル
イ

島
と
は
１
本
の
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ

が
、
ま
る
で
中
之
島
公
園
の
ば
ら
ぞ
の
橋
あ

た
り
を
彷
彿
？　

な
ら
ば
サ
ン
・
ル
イ
島
は

剣
先
公
園
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
と
は
い
え
、

中
之
島
の
約
72 

ha
と
い
う
広
さ
に
対
し
、
シ

テ
島
は
約
22・5
ha
。大
き
さ
は
か
な
り
違
う
。

　

し
か
し
、
島
の
面
積
に
対
し
て
そ
の
歴
史

は
膨
大
。
隣
に
続
く
サ
ン
・
ル
イ
島
を
含
め
、

フ
ラ
ン
ス
で
最
も
長
い
歴
史
を
誇
り
、「
パ

リ
発
祥
の
地
」と
も
呼

ば
れ
る
。9
世
紀
頃
に

は
す
で
に
建
造
物
が
あ

り
、
12
世
紀
に
は
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
寺
院
の
建
築

が
行
わ
れ
始
め
た
。
世

界
遺
産
で
あ
る
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
聖
堂
や
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
有

名
な
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
サ
ン
ト
・
シ
ャ
ペ
ル

を
は
じ
め
、
島
内
の
建
物
は
17
〜
18
世
紀
の

パ
リ
地
区
の
典
型
的
な
古
い
家
や
ホ
テ
ル
な

ど
歴
史
的
な
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
対
岸
に
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
オ

ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
、
オ
ル
セ
ー
美
術
館

が
あ
り
、
パ
リ
の
中
心
地
と
し
て
「
芸
術
の

都
」
と
い
う
異
名
を
正
し
く
表
し
て
い
る
。

 アウト? セーフ? 
誰が呼んだか「東洋の○○」。

ステレオタイプをぶっ
飛ばせ！

どんな街にも必ずあ
るステレオタイプ。イ

メージを広く行き渡
らせやすい反面、「知

ってるつもり」になりがちな弱点も
。

特に昔からなんとな
く使われてきたフレ

ーズは、用法用量を
守って正しく使わな

ければ、格好悪いぞ
。

取材・文／江口由夏（本誌）

●
歴
史
的
考
察

　

さ
て
、
中
之
島
が
シ
テ
島
に
例
え
ら
れ
た

ゆ
え
ん
は
何
か
。

　

実
は
、
い
つ
か
ら
中
之
島
が
「
東
洋
の
シ

テ
島
」
と
言
わ
れ
始
め
た
の
か
は
定
か
で
は

な
い
。
し
か
し
、
幕
末
の
中
之
島
を
見
て
、

そ
の
よ
う
に
描
写
し
た
外
国
人
が
い
た
。
初

代
駐
日
総
領
事
を
務
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
R
・

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
幕
末
に
来
日
し
、
日
本

滞
在
記
『
大
君
の
都
』
を
ロ
ン
ド
ン
で
出
版

し
た
。
彼
は
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
に
長

崎
か
ら
江
戸
に
向
か
う
道
中
で
大
坂
に
立
ち

寄
っ
て
お
り
、
そ
の
際
の
描
写
が
こ
う
だ
。

①
駐
日
総
領
事
の
手
記

Stereotype No.1

東洋のシテ島
〈使用例〉
中之島はパリのシテ島を思わせるような景観で、
大阪における文化・芸術の発信拠点になっています。

〈ポイント〉
花の都（←これもステレオタイプ）と呼ばれ、世界の誰もが知るパリへの憧れが見え隠れ。
パリが芸術の都とされるのにも重ねて、文化や芸術をセットでアピールするのもお約束。

行ったこ
とあん

のか 

フランス人に
聞いてみた!
ジャック・ルシェルさん
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ステレオタイプをぶっ
飛ばせ！

どんな街にも必ずあ
るステレオタイプ。イ

メージを広く行き渡
らせやすい反面、「知

ってるつもり」になりがちな弱点も
。

特に昔からなんとな
く使われてきたフレ

ーズは、用法用量を
守って正しく使わな

ければ、格好悪いぞ
。

取材・文／江口由夏（本誌）

「
島
（
中
之
島
）
が
あ
っ
て
、
家
が
た
く
さ

ん
立
っ
て
お
り
、
セ
ー
ヌ
川
の
サ
ン
・
ル
イ

島
の
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
」

　

著
書
そ
の
も
の
は
決
し
て
日
本
人
に
好
意

的
で
は
な
い
が
、
こ
の
記
述
は
褒
め
言
葉
と

受
け
取
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

生
粋
の
パ
リ
ジ
ャ
ン
に
は
辛
口
コ
メ
ン
ト

を
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
中
之
島
に
あ

る
近
代
建
築
群
が
い
く
ら
魅
力
的
で
も
、
シ

テ
島
に
あ
る
数
世
紀
前
の
建
築
群
と
同
じ
土

俵
で
比
べ
て
は
い
け
な
い
。当
然
パ
リ
を「
欧

州
の
中
之
島
」
な
ど
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

日
本
の
近
代
を
代
表
す
る
洋
画
家
た
ち
の

作
品
か
ら
は
、
大
正
～
昭
和
初
期
に
か
け
て

の
中
之
島
に
異
国
情
緒
を
見
出
し
た
跡
が
残

っ
て
い
る
。
生
涯
の
大
部
分
を
パ
リ
で
過
ご

し
た
佐
伯
祐
三
の
「
肥
後
橋
風
景
」、
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
し
た
小
出
楢
重
「
街
景
」
な
ど
。

私
た
ち
が
レ
ト
ロ
に
感
じ
る
景
色
は
、
た
と

え
ば
小
出
が「
大
阪
の
近
代
的
な
都
市
風
景
」

と
表
現
し
た
よ
う
に
当
時
は
時
代
の
最
先
端

だ
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
が
芸
術
家
た
ち
の
理

想
だ
っ
た
パ
リ
の
街
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
と

し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　

特
に
、
称
賛
さ
れ
て
い
た
の
は
中
之
島
公

園
の
一
帯
。
そ
う
い
え
ば
、
大
正
４
年
（
１

９
１
５
）
に
景
観
に
配
慮
し
て
架
け
替
え
ら

れ
た
難
波
橋
に
は
、
セ
ー
ヌ
川
に
架
か
る
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
３
世
橋
と
同
じ
く
ラ
イ
オ
ン

像
が
い
る
。

　

ま
た
、
中
之
島
公
園
に
あ
る
バ
ラ
園
の
大

改
修
を
手
が
け
た
京
阪
園
芸
に
よ
れ
ば
、
か

つ
て
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
庭
園
が
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
昭
和
年
間
に
は

そ
の
線
対
称
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
日
本
全
国
へ

広
ま
っ
て
い
く
が
、
バ
ラ
＝
フ
ラ
ン
ス
と
い

う
図
式
で
、「
東
洋
の
シ
テ
島
」
説
は
補
強

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
阪
と
パ
リ
の
つ
な
が
り
と
い
え
ば
、
明

治
45
年
（
１
９
１
２
）
に
開
業
し
た
新
世
界

に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
明
治
36

年
（
１
９
０
３
）
の
第
５
回
内
国
勧
業
博
覧

会
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
一
大
歓
楽
地
は
、

パ
リ
の
放
射
状
街
路
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
海

浜
リ
ゾ
ー
ト
と
遊
園
地
を
お
手
本
に
つ
く
ら

れ
た
。
ま
た
、
初
代
の
通
天
閣
は
、
も
と
も

と
凱
旋
門
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
重
ね
合
わ
せ

て
で
き
た
デ
ザ
イ
ン
だ
。

●
ま
と
め

　

中
洲
で
あ
る
こ
と
、
大
阪
で
も
歴
史
が
深

い
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
、
文
化
・
芸
術
施
設

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
中
之
島
が

シ
テ
島
に
例
え
ら
れ
る
要
因
に
違
い
な
い
。

シ
テ
島
に
は
警
視
庁
や
病
院
も
あ
り
、
そ
の

あ
た
り
も
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

思
わ
ず
パ
リ
に
親
近
感
が
沸
い
て
し
ま
う

が
、
決
定
的
に
違
う
の
は
、
シ
テ
島
は
歴
史

的
景
観
が
全
面
的
に
守
ら
れ
て
い
る
が
、
中

之
島
は
時
代
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
更
新
さ
れ
て

い
る
と
い
う
点
。
使
う
時
は
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
古
い
か
ら
エ

ラ
い
と
い
っ
た
単
純
な
話
で
は
な
い
。

②
近
代
美
術

③
通
天
閣
も
パ
リ
が
お
手
本

佐伯祐三「肥後橋風景」（１９２６年／朝日新聞社蔵） 安治川口を
描いた「汽船」など、水辺がパリを想起させるのだろうか。

当時は通天閣の足元に
遊園地「ルナパーク」が広
がっていた。大阪市立中
央図書館蔵

右／１９００年に出来たア
レクサンドル３世橋は、凝
った装飾で有名。
上／2009年の再オープ
ン以前の中之島バラ園。

月
刊
島
民
の
あ
り
が
ち

「
シ
マ
」

創
刊
当
初
に
頻
出
。中
之
島
を
島
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
が
た
め
に
、カ
タ
カ
ナ
に
し
て
い
る
の
が
わ
ざ
と
ら

し
い
。最
近
は
使
い
す
ぎ
な
い
よ
う
自
重
し
て
い
る
。

フランス人に
聞いてみた!
ジャック・ルシェルさん　2013年に大阪で「Khepris Japan」を設立し、それ以来ずっと天満橋に住んでいます。仕事

の関係で年に数回はパリに戻りますが、ほとんどの時間を日本で過ごしています。
　中之島とシテ島？　比べたこともないんですが、似ていないと思います。シテ島に住む人は、
歴史を守ってゆく意志があり、古い建物と共に呼吸をしています。メインストリートには、有名
な［ベルティヨン］本店があり、そこのアイスクリームを売るショップやカフェ、レストランやシ
ョップなどが軒を連ねていて、夜遅くまでにぎわっています。
　それに比べると、中之島はコンクリートの高層ビルでとても整理されていて近代的。便利さ
を求める感覚が強いような。日常の人々の暮らしがあるようなあたたかい雰囲気よりも、クー
ルな感じがします。ビジネス街なので、夜は特に暗く静か。キタやミナミに比べると、どちらかと
いうと寂しい印象を受けますね…。

パリと大阪の守口市でＩＴ関連企業を経営しています

3
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●

●

サンタ・ルチア駅

サン・マルコ広場

アドリア海

カナル・グランデ
（大運河）

イタリア人に
聞いてみた!
ブルーノ・ファマさん

●
歴
史
的
考
察

　
「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
、
も

と
も
と
弘
治
2
年
（
１
５
５
６
）
に
来
日
し

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
の
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ

人
多
数
あ
り
。
こ
の
町
は
ベ
ニ
ス
市
の
如
く

執
政
官
に
よ
り
て
治
め
ら
る
」
と
書
い
た
。

　

イ
ン
ド
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
イ
エ
ズ
ス

会
員
に
、
布
教
状
況
を
伝
え
る
書
簡
『
耶
蘇

会
士
日
本
通
信
』
に
記
し
た
も
の
だ
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
堺
の
様
子
は
世
界
に
伝
わ
り
、

ィ
レ
ラ
が
、
布
教

活
動
を
行
っ
て
い

た
当
時
の
堺
を
指

し
て
使
っ
た
。「
堺

の
町
は
甚
だ
広
大

に
し
て
大
な
る
商

①
宣
教
師
が
見
た
堺

　ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学のアジア・北アフリカ学科で、日本研究を行っています。中
之島フェスティバルタワーにあるイタリア文化会館のインターンシップに参加するため、１月か
ら４月まで大阪に滞在していました。帰って卒論を頑張ります（笑）。
　中之島とヴェネツィア、似てるかなあ（笑）。高層ビルが多いので、ずいぶん新しく感じます。
ヴェネツィアで近代的な場所といえば、西端にあるサンタ・ルチア駅の周りぐらい。最近ショッ
ピングビルやホテルができ、観光客でにぎわうようになりました。でも、少し島の中に入ると、
路地と何世紀も前の建築物ばかり。僕が通うキャンパスも15世紀に建てられたものですよ。
　僕は日本の歴史文化や美術を勉強したので、たくさんの川が埋め立てられる前の大阪を思
い浮かべます。その頃の大阪はきっと小さな船が行き交って、ヴェネツィアに近い姿だったんじ
ゃないでしょうか？

ヴェネツィアにある大学に通っています

 〈使用例〉
古くから水上交通が発達していた中之島は「東洋のベニス」と呼ばれ、
水辺のにぎわいも大阪の名物の一つです。

 〈ポイント〉
シテ島と同じく世界的に有名な水辺の都市だが、景観よりも、行き交う船などの水上交通や
水辺のにぎわいを強調。シェイクスピアの戯曲「ベニスの商人」の存在もあり、格調高いイメージ?

Stereotype No.2

東洋のベニス

●
ベ
ニ
ス
と
は
？

　

英
語
で
「
ヴ
ェ
ニ
ス
」、
イ
タ
リ
ア
語
で

は
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」。
有
名
す
ぎ
る
異
名

が
「
水
の
都
」
で
、
ま
さ
し
く
水
上
に
あ
る

人
工
都
市
。
イ
タ
リ
ア
北
東
部
に
あ
た
り
、

地
中
海
の
一
つ
で
あ
る
ア
ド
リ
ア
海
最
深
部

に
位
置
す
る
。
そ
の
起
源
は
５
世
紀
、
ゲ
ル

マ
ン
人
の
侵
攻
か
ら
避
難
し
た
北
イ
タ
リ
ア

の
住
民
が
、
干
潟
（
ラ
グ
ー
ナ
）
に
定
住
し

た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
湿
地
帯
特
有
の
軟

弱
な
地
盤
、
水
上
交
通
の
未
発
達
が
、
か
え

っ
て
外
敵
の
侵
略
を
退
け
て
い
た
わ
け
だ
。

　

現
在
、
街
な
か
の
交

通
手
段
は
運
河
と
路
地

を
進
め
る
船
か
徒
歩
の

み
。
自
転
車
や
ク
ル
マ

は
入
口
に
あ
る
広
場
ま

で
し
か
入
れ
な
い
。
運

航
さ
れ
て
い
る
の
は
ヴ

ァ
ポ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
水
上
バ
ス
、
モ
ト

ス
カ
ー
フ
ィ
と
呼
ば
れ
る
水
上
タ
ク
シ
ー
な

ど
。
日
本
人
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ゴ
ン

ド
ラ
（
こ
れ
も
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
）
は
、

実
は
観
光
用
が
ほ
と
ん
ど
。

月
刊
島
民
の
あ
り
が
ち

「
オ
フ
ィ
ス
街
」

新
し
い
タ
ワ
ー
ビ
ル
は
オ
フ
ィ
ス
以
外
の
機
能
を
む
し

ろ
売
り
に
し
て
い
る
し
、マ
ン
シ
ョ
ン
も
ど
ん
ど
ん
増
え

つ
つ
あ
る
。こ
れ
こ
そ
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
も
し
れ
な
い
。

©Fototeca ENIT 4
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●
●
● ●
●

旧博物館
旧国立美術館ボーデ博物館

ペルガモン博物館
新博物館

シュプレー川

　ドイツの首都ベルリンの中心を南北に流れるシュプレー川に
できた中洲（シュプレーインゼル）の北半分に、「ムゼウムスイ
ンゼル」＝博物館島と呼ばれるエリアがある。そのゆえんは５
つの美術館と博物館が島にあること。
　中之島には現在、国立国際美術館、大阪市立東洋陶磁美
術館、大阪市立科学館があり、将来的には香雪美術館（中之
島フェスティバルタワー・ウエスト内）、大阪新美術館（仮称）
ができるわけなので、数の上では互角。とはいえ、ムゼウムスイ
ンゼルの面積は約8・6haで、中之島の9分の１ほど。アートが占
める密度がスゴい。
　大阪大学教授の橋爪節也先生
によると、中之島はドイツのライ
ン川に見立てられることもあった
という。明治18年（1885）の大洪
水で市内の橋が流されてしまっ
たが、木製だった天神橋はドイツから輸入した丈夫な鋼材で、
3年後にトラス橋へ掛け替えられた。また、大正７年（1918）に
織田一磨が描いた「天神橋遠望」は、かなりドイツっぽい風景
を切り取ったものであることなどが見立ての根拠だ。
　昭和12年（1937）に大阪市がつくった観光宣伝映画『大大
阪観光』は、現在の大阪市交通局にあたる大阪市電気局と産
業部が制作したもので、地下鉄やバスで市内の観光名所をめ
ぐる構成だ。中之島ではもちろん、観光艇「水都」に乗船する。
　「天神祭の紹介から中之島へ移っていくんですが、ＢＧＭ
に注目しましょう。天神祭はリズミカルなタンゴだったのに、中
之島のシーンになると優雅なワルツが流れ出す」（橋爪先生）。
ワルツ＝ドイツとは単純すぎるが、中之島の異国情緒をアピー
ルする大阪市のねらいが見て取れる。
　ところで、ダイビル本館１階の［ダルマイヤー］が、日本初の
フラッグショップをオープンした理由の一つは、本店がある本
場ミュンヘンに中之島の雰囲気が似ていたからなのだそう。

当
時
の
世
界
地
図
に
も
「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」

と
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

ブ
ル
ー
ノ
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
た
よ
う
な

昔
の
大
阪
に
つ
い
て
は
、
明
治
41
年
（
１
９

０
８
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
こ
ん
な
記
述

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
市
内
を
縱
橫
に
通
つ
て
ゐ
る
河
に
は
大
小

の
船
が
上
下
し
、
大
厦
高
楼
が
影
を
倒
に
う

つ
し
、
夜
な
ど
は
電
気
燈
や
瓦
斯
燈
の
光
が

水
に
う
つ
つ
て
、
大
阪
市
が
水
の
上
に
浮
ん

で
ゐ
る
よ
ー
で
、
ち
よ
ー
ど
イ
タ
リ
ヤ
と
云

ふ
国
の
ヴ
ェ
ニ
ス
と
云
ふ
町
の
よ
ー
で
す
」

（
友
松
会
『
お
ほ
さ
か
』
児
童
藝
書
お
ほ
さ

か
地
理
の
巻
）

　

明
治
36
年
（
１
９
０
３
）、
第
５
回
内
国

勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
記
念
に
出
さ
れ

た
案
内
書
で
は
、「
世
人
京
都
を
水
の
都
と

称
す
と
は
い
へ
其
実
は
大
阪
こ
そ
真
の
水
の

府
な
れ
、
大
阪
は
西
洋
人
も
日
本
の
ヴ
エ
ニ

ス
（
伊
太
利
に
て
有
名
な
る
水
の
都
）
と
称

す
る
位
に
て
、河
と
堀
と
は
此
地
の
骨
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

●
ま
と
め

　

も
と
も
と
は
中
世
の
堺
を
指
し
た
も
の
だ

っ
た
が
、
近
代
以
降
は
大
阪
の
中
心
部
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
街
の

発
展
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、
大
阪
の

川
は
道
路
に
な
り
、
水
上
交
通
が
支
え
て
き

た
商
業
の
街
の
面
影
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

か
ろ
う
じ
て
中
之
島
が
当
て
は
ま
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
現
時
点
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理

が
あ
る
か
。

②
児
童
向
け
の
教
科
書

③
博
覧
会
の
ガ
イ
ド

明治24年（1891）の川口の波止場を見ると、やっぱり外
国風？大阪府立中之島図書館蔵

Stereotype（?） No.3

博物館島
パリより、ヴェネチアより、こっち!?
新ステレオタイプ候補筆頭、
ベルリンの「ムゼウムスインゼル」。

©GNTB

大阪をヴェニスに例えた当時の案内書「大阪と博覧会」（大
阪府立中之島図書館蔵）は、会場の俯瞰図が付録だった。
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江
戸
時
代
の
大
坂
を
指
す
言
葉
と
し
て
、

こ
れ
ほ
ど
定
着
し
た
フ
レ
ー
ズ
は
な
い
。
中

之
島
に
あ
っ
た
蔵
屋
敷
や
市
場
、
出
入
り
す

る
町
人
や
米
俵
が
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ
、
ま

さ
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂

を
「
諸
国
の
台
所
」「
日
本
国
中
の
賄
所
」

と
し
た
記
述
は
見
つ
か
る
も
の
の
、「
天
下

の
台
所
」
と
い
う
言
葉
が
江
戸
時
代
に
あ
っ

た
か
ど
う
か
、
実
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

●
歴
史
的
考
察

　

２
０
０
７
年
に
発
表
さ
れ
た
大
阪
市
史
料

調
査
会
主
任
調
査
員
の
野
高
宏
之
さ
ん
の
考

証
に
よ
っ
て
、
明
治
末
期
に
『
大
阪
市
史
』

の
編
纂
に
携
わ
っ
た
幸
田
成
友
氏
（
幸
田
露

伴
の
弟
に
あ
た
る
）
の
造
語
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
初
め
て
使
わ
れ
た
際
は
、「
幕

府
や
大
名
の
領
主
経
済
を
補
完
す
る
役
割
」

と
し
て
大
坂
を
位
置
づ
け
る
意
味
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
日
本
の
中

心
は
江
戸
幕
府
で
あ
り
、
大
坂
は

そ
れ
を
支
え
る
一
地
方
都
市
の
枠

を
越
え
な
い
。

　

こ
の
呼
び
名
が
一
般
的
に
な
っ

た
の
は
、
大
大
阪
と
呼
ば
れ
た
時
代
だ
っ
た
。

東
京
（
幕
府
）
と
大
阪
（
大
坂
）
の
立
場
が

逆
転
し
、「
天
下
の
台
所
」
＝
経
済
の
中
心

で
あ
っ
た
一
大
都
市
と
い
う
図
式
に
変
わ
っ

た
の
だ
。
時
代
と
使
う
人
の
思
惑
に
よ
っ
て
、

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
意
味
も
変
わ
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。「
大
大
阪
」
に
お
い
て
、「
天
下

の
台
所
」
は
大
阪
の
偉
大
さ
を
市
民
に
広
め

る
、
格
好
の
言
葉
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
現
代
か
ら
過
去
を
振
り

返
る
歴
史
学
用
語
だ
と
わ
か
っ
た
わ
け
だ
が
、

依
然
と
し
て
研
究
者
の
間
で
も
使
わ
れ
続
け

て
い
る
。
よ
く
考
え
れ
ば
、江
戸
時
代
に「
天

下
の
」
な
ど
と
軽
々
し
く
口
に
し
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
で
大
阪
の

社
会
・
経
済
史
が
ご
専
門
の
宮
本
又
郎
先
生

は
好
意
的
に
見
て
い
る
。「
私
は
そ
れ
ほ
ど

抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
日
本
は

多
数
の
藩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
大
阪
は
ど
の
藩
に
も
属
さ
な
い
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
の
地
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。
今
日
流
に
言
え
ば
、
大
阪
市
場
は

各
藩
の
国
内
市
場
で
は
な
く
、国
際
市
場（
世

界
市
場
）
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
、
そ
れ

に
は
天
下
と
い
う
語
が
ふ
さ
わ
し
い
。
批
判

的
な
研
究
者
は
、
大
坂
も
徳
川
幕
府
の
支
配

地
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、

江
戸
時
代
の
大
坂
を
封
建
都
市
と
見
る
か
ど

う
か
な
の
で
す
」

●
ま
と
め

　

無
意
識
に
使
っ
て
い
た
が
、
研
究
者
の
間

で
も
見
解
が
分
か
れ
る
、
大
阪
に
対
す
る
歴

史
観
に
関
わ
る
問
題
だ
っ
た
と
は
。「
食
い

倒
れ
」
な
ど
と
一
緒
に
し
て
、
グ
ル
メ
的
な

文
脈
で
使
わ
な
い
方
が
い
い
。

Stereotype No.4

天下の台所
①
市
史
編
纂
時
に
造
語

②
広
ま
っ
た
の
は

　
大
大
阪
時
代

③
歴
史
研
究
で
も
賛
否

余りにも有名なフレーズは、
実は賛否両論だった!?

 〈使用例〉
「天下の台所」、大阪。全国から米や
さまざまな特産品が集まった大阪では、
古くから豊かな食文化が花開きました。

 〈ポイント〉
あたかも江戸時代から有名であったように語られる。
また、そこから食のイメージを導き、
飲食店紹介のグルメガイドにつなげるパターンも多い。

ほんまかいな

月刊島民もイメージで使いまわしがちな『浪花名所図会』「堂島米市の図」（大阪府立中之島図書館蔵）

月
刊
島
民
の
あ
り
が
ち

「
す
ご
い
ぞ
！
」

中
之
島
の
こ
と
と
な
る
と
や
た
ら
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が

高
く
な
り
、す
ぐ
に「
こ
こ
が
す
ご
い
」な
ど
と
言
っ
て

し
ま
う
。も
ち
ろ
ん
、楽
し
い
の
だ
け
れ
ど
。
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　大阪市による編集で、修学旅行に便利な
観光情報を掲載。団体向け旅館リストも扱って
いる。本文には「日本
の台所」に「町人の都」
など、代名詞がぞくぞく
登場。煙たなびく工場
風景や多くの人 が々利
用する電車といった近
代的な描写もありつつ、
古くからある神社仏閣
についても言及されて
いる。

都
市
の
発
展
と
変
貌
が
、

新
し
い
呼
び
名
を
求
め
た
。

再
検
証
に
あ
た
っ
た
大
阪
の
呼
び
名
の
数
々
は
、現
在
残
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。今
も
お
な
じ
み
の
フ
レ
ー
ズ
は
、

奇
し
く
も
あ
る
時
代
に
普
及
し
て
い
る
。こ
の
共
通
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は

こ
う
書
い
た
。

テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
ス
ト
ッ
ク
フ
レ
ー

ズ
を
生
む
背
景
と
は
何
だ
ろ
う
か
？

　

ベ
ニ
ス
の
項
で
紹
介
し
た
児
童
向
け
の
教

科
書
は
、
こ
ん
な
風
に
続
け
て
い
る
。

「
そ
れ
で
世
の
人
は
大
阪
を
水
の
都
と
も
い

ふ
て
ゐ
ま
す
、
河
が
多
く
あ
る
か
ら
橋
の
数

も
亦
多
い
お
そ
ら
く
日
本
一
で
せ
う
」

　

ベ
ニ
ス
を
指
し
て
い
た
「
水
の
都
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
を
、
大
阪
に
も
当
て
は
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。

　

さ
ら
に
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
発
行
の

雑
誌
『
大
大
阪
』
で
は
、
観
光
船
の
乗
船
体

験
に
つ
い
て
「
殊
に
川
を
利
用
し
て
の
観
光

は
、『
ベ
ニ
ス
』を
回
想
せ
し
め
た
が
更
に『
ベ

ニ
ス
』
以
上
に
活
動
的
で
、
ま
た
規
模
も
大

き
く
甚
だ
愉
快
に
観
光
し
た
」
と
、
外
国
人

観
光
客
の
証
言
を
得
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
水
の
都
」
と
対
に
な
っ
て

普
及
し
た
呼
び
名
に
「
煙
の
都
」
が
あ
る
。

あ
る
い
は
、「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
は
、
18
世
紀
半
ば
か
ら

19
世
紀
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
で
起
き
た
産
業

革
命
の
中
心
地
だ
。

　

幕
末
の
大
坂
経
済
は
衰
退
し
、
人
口
は
減

少
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
明
治
時
代
を
迎
え
、

古
い
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
い
た
大
阪
商
人

を
奮
い
立
た
せ
た
の
が
、
あ
の
五
代
友
厚
だ
。

五
代
は
大
工
業
都
市
と
な
っ
た
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
を
視
察
し
、
大
阪
に
紡
績
業

や
鉄
道
業
、
銀
行
や
商
社
の
組
織

そ
の
も
の
が
機
能
す
る
基
盤
を
つ

く
っ
た
。

　

五
代
の
死
後
、
日
清
戦
争
を
迎

え
る
頃
に
は
「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
ま
で

に
成
長
し
た
。
こ
の
大
阪
の
発
展

は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
業
界
紙
も

注
目
し
、
イ
ギ
リ
ス
綿
業
の
ラ
イ

バ
ル
と
し
て
日
本
の
研
究
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
「
煙
の
都
」
と
は
、
ま
さ
に
工
場
か
ら
煙

が
た
な
び
く
大
工
業
都
市
。
当
時
と
し
て
は

誇
ら
し
い
自
称
だ
っ
た
。
一
方
で
、
明
治
末

期
の
阪
急
電
鉄
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
美

し
き
水
の
都
は
昔
の
夢
と
消
え
て
、
空
暗
き

煙
の
都
に
住
む
不
幸
な
る
我
が
大
阪
市
民
諸

君
よ
！
」
と
い
う
序
文
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

公
害
の
概
念
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
通
り
名

を
も
じ
っ
た
皮
肉
も
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
ど
れ
も

大
阪
の
人
た
ち
に
向
け
て
大
阪
の
こ
と
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
欧
米
諸
国

に
な
ぞ
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
ス
ト
レ
ー
ト

な
表
現
。
追
い
つ
け
追
い
越
せ
で
頑
張
っ
て

き
た
自
負
と
、
街
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
実
感
が

そ
う
さ
せ
た
の
だ
。

「修学旅行大阪見学」
（大阪市役所観光係／1939年）

　外国人旅行客も感動した、船による大阪観光を紹介した
イラストマップ。セーラー服を着た「マリーンガール」が同乗し
たようだ。本文には「次ぎ次ぎに大工場が立ち並び工業大
阪の心臓部となって参ります」「水の都の名にそむかず 約
七十の川筋に 一千三百近くの橋が架せられ」など。

「観光艇『水都』」（大阪市／発行年不明）

Stereotype No.5

水の都

Stereotype No.6

煙の都

川沿いに建つ工場
も「大大阪」時代の
名所として絵葉書
に。大阪市立中央
図書館蔵

大阪府立中之島図書館蔵

ス
絵葉書のタイトルは
まさに「水の都に誇
る堂島川のダム」。
大 阪 市 立 中 央 図
書館蔵
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街
へ
の
願
望
が

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
な
る
。

ん
な
自
信
を
表
す
最
た
る

言
葉
が
、
現
在
も
よ
く
耳

に
す
る
「
大
大
阪
」
だ
ろ
う
。
大

正
時
代
に
入
る
と
第
一
次
都
市
計

画
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
た
く
さ

ん
の
道
路
の
拡
張
や
舗
装
、
橋
の

掛
け
替
え
が
実
施
さ
れ
た
。
大
大

阪
時
代
と
は
、
大
阪
が
欧
米
の
よ

う
な
近
代
都
市
に
近
づ
く
た
め
に
整
備
さ
れ

た
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
時
代
を
表

し
て
い
る
。

　

そ
の
頃
の
中
之
島
は
、
本
誌
で
橋
爪
紳
也

さ
ん
が
語
っ
た
と
お

り
、「
今
は『
シ
ブ
い
』

と
言
わ
れ
て
い
る
近

代
建
築
も
、
建
て
ら

れ
た
当
時
は
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
に
最
先

端
を
ゆ
く
建
築
」
で

ず
ら
り
と
並
ぶ
壮
観

な
風
景
だ
っ
た
。
当

時
の
人
々
は
「
自
分

た
ち
の
大
阪
を
誇
り

に
思
い
、
世
界
的
な

都
市
に
し
た
い
と
意

気
込
ん
で
い
た
」
は

ず
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

世
界
を
引
き
合
い
に

出
す
の
で
は
な
い
、

大
阪
独
自
の
イ
メ
ー

ジ
が
確
立
さ
れ
た
わ

け
だ
。

　

ま
た
、
パ
リ
や
ベ
ニ
ス
な
ど
の
古
い
都
へ

の
憧
れ
は
、
転
じ
て
「
水
の
都
」
で
あ
り
続

け
た
大
阪
の
魅
力
再
発
見
に
も
つ
な
が
っ
た

は
ず
だ
。「
天
下
の
台
所
」
が
広
ま
っ
た
の

も
こ
の
時
代
だ
っ
た
と
紹
介
し
た
が
、
こ
れ

ら
は
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。

　

大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
に
第
二
次
市
域

拡
張
を
実
施
し
た
大
阪
市
は
、
隣
接
町
村
を

編
入
し
、
そ
の
人
口
は
東
京
を
超
え
る
２
０

０
万
人
超
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
最
大
で

あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
か
ら
見
て
も

６
番
目
に
人
口
の
多
い
都
市
だ
っ
た
。
地
下

鉄
の
開
通
、
大
阪
城
の
大
改
修
、
大
阪
帝
国

大
学
の
設
立
…
。
大
阪
は
世
界
と
肩
を
並
べ

る
条
件
を
整
え
て
い
く
。
関
東
大
震
災
で
東

京
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し

て
も
、「
大
大
阪
」
は
決
し
て
気
持
ち
が
先

走
っ
た
表
現
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に

大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
水
の
都
」
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
更
新
し
な
が
ら
使
わ

れ
続
け
て
い
る
。
水
辺
観
光
を
再
生
さ
せ
る
べ
く
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
の
が
２
０
０
１
年
。
２

０
０
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
水
都
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
経
て
、
こ
の
４
月
か
ら
は
新
た
に
「
水
都

大
阪
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
始
動
す
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
大
阪
観
光
局
へ
の
問
い
合
わ
せ

状
況
か
ら
察
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
大
阪
の
水
辺
に
つ

い
て
の
情
報
は
、
国
内
は
お
ろ
か
市
民
に
も
あ
ま
り

浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う
。

メ
デ
ィ
ア
が
拡
散
す
る

「
お
笑
い
」
や
「
粉
も
ん
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
川

が
あ
る
と
は
知
っ
て
い
て

も
、
何
が
で
き
る
か
は
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
だ
。

中
之
島
だ
け
で
は
な
く
、

大
阪
市
内
全
体
の
回
遊
性

を
高
め
よ
う
と
、大
阪
観
光
局
は
、「
水
の
都
」
や
「
水

都
」
を
定
着
さ
せ
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
は
言
い
つ
つ
も
、
ほ
と
ん
ど

が
大
阪
の
人
々
の
自
称
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
思
惑
が
働
い
て
い
る
。
都
市
へ
の
願
望
が
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
を
生
む
と
言
っ
て
も
い
い
。
だ
い
た
い
、

今
回
取
り
上
げ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
も
、
大
阪
以
外

の
人
は
（
大
阪
の
人
も
？
）
聞
い
た
こ
と
が
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
「
島
民
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
す
ら
、
中
之
島
に
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し
い
か
ら

と
、
そ
う
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

2017年6月講座   

 「アクアライナー船内探検ツアー」
ガイド／岸田俊徳（大阪水上バス 企画宣伝部） 

Stereotype No.7

大大阪

「大大阪記念博覧会」ポスターに描か
れているのは、商業の神「メルクリウス」。
大阪府立中之島図書館蔵

昭和12年（1937）に完成した御堂筋の拡幅工事も、「大大阪」計画の一つ。大阪市立中央図書館蔵

月
刊
島
民
の
あ
り
が
ち

「
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
」

「
へ
え
、そ
ん
な
こ
と
が
」と
い
う
歴
史
を
紹
介
す
る

際
に
、さ
も
前
か
ら
知
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
書
か
れ

る
。自
分
た
ち
も
調
べ
て
初
め
て
知
っ
た
く
せ
に
。

そ
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　中之島の川をゆく船として、すっかりおな
じみのアクアライナー。とはいえ、乗ったこ
とはある人はたくさんいても、その内部ま
で入ったことのある人はまずいないはず。
　今回はアクアライナーをはじめ、中之島
〜大阪城エリアのシティクルーズを多数手

がける大阪水上バスとコラボ。操舵室やエ
ンジンルームなど、ふだんは見ることので
きない船の内部を大公開。クルーの方がガ
イド役となり、船のしくみを解説していただ
く。また、船のメンテナンスなどを行う係
留桟橋へもご案内。アクアライナーの秘密

をたっぷりご覧いただこう。
　参加者には、好評につき通年での就航
となったナイトクルーズ「天満橋ベストビ
ュークルーズ」のチケットをプレゼント。舞
台裏を覗くと共に、クルーズの楽しみも味
わえる贅沢な企画です！

操舵室やエンジンルーム、
係留桟橋など
ふだんは見られない場所を
見学できるチャンス!

2017年6月講座   

 「アクアライナー船内探検ツアー」
ガイド／岸田俊徳（大阪水上バス 企画宣伝部） 

◎今月の授業

 【船の中】

シティクルーズの
裏側を覗いてみよう

気分は船長、

操舵室へご案内!

船のメンテナンスを

行う桟橋
を見よう。

エンジンルームの秘密とは?

日時／2017年6月5日（月）・ 12日（月）
　　　7:00PM〜8:30PM頃（受付開始6:30PM〜）
集合場所／八軒家浜船着場
受講料／2,500円（天満橋ベストビュークルーズチケット付き）
定員／各回60名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪水上バス

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学6月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、5月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「アクアライナー船内探検ツアー」

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ナ
イ
ト

ク
ル
ー
ズ
の

チ
ケ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
!

ク
ル
ー
の
帽
子
を

か
ぶって

記
念
撮
影
も
。
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
5
月
25
日（
木
）

開
演
時
間
／
6・30 

PM
〜（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・45 

PM
〜
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

三
月
席
の
一
コ
マ

髙　

こ
こ
ま
で
「
延え

ん
よ
う
は
く

陽
伯
」「
ぞ

ろ
ぞ
ろ
」「
胴
斬
り
」「
あ
た
ま

山
」
の
４
席
を
聞
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。

名　

驚
く
展
開
の
噺
ば
か
り
な

ん
で
す
が
、
主
人
公
が
ま
っ
た

く
驚
い
て
い
な
い
の
が
面
白
い

で
す
。「
そ
う
い
う
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ん
な
あ
」
と
、
話

の
展
開
に
乗
っ
か
る
力
が
あ
る

ん
で
す
。

髙　

名
越
先
生
が
書
か
れ
た

『
驚
く
力
』
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
若
い
人
た
ち
に
は
話
に
乗

っ
か
っ
て
会
話
を
深
め
て
い
く

人
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
。

名　

そ
う
で
す
ね
。
最
近
は
ど

ん
ど
ん
仕
事
も
能
率
的
に
な
っ

て
、
驚
い
た
り
悲
し
ん
だ
り
と

い
っ
た
人
間
ら
し
い
感
情
を
失

っ
た
「
意
識
人
間
」
が
増
え
て

き
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い

う
人
た
ち
は
、
将
来
ロ
ボ
ッ
ト

に
仕
事
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
生
き
残
る
の
は
、
落
語
の

主
人
公
た
ち
み
た
い
な
「
感
覚

人
間
」
じ
ゃ
な
い
か
な
。

春　

驚
く
力
を
取
り
戻
す
、
日

常
の
心
得
っ
て
あ
る
ん
で
し
ょ

う
か
。

名　
「
寄
り
道
を
す
る
こ
と
」

だ
と
思
い
ま
す
。
目
的
地
ま
で

30
分
か
か
る
な
ら
、
1
時
間
早

く
起
き
て
気
に
な
っ
て
い
た
お

店
に
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
か
ね
。

最
短
距
離
で
済
ま
せ
な
い
。

春　

あ
え
て
余
分
な
こ
と
を
す

る
ん
で
す
ね
。

髙　

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
。

名
越
先
生
は
本
業
の
精
神
科
医

と
は
別
に
、
ご
自
分
で
ロ
ッ
ク

を
作
曲
し
て
歌
っ
て
は
る
ん
で

す
よ
。
こ
れ
が
寄
り
道
で
す
ね
。

名　

寄
り
道
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。

僕
は
も
う
歌
手
で
す
！

鼎
談
／「
驚
く
力
・
笑
う
力
〜
驚
く
力
を
取
り
戻
す
!
」

　
　
　
名
越
康
文
　
髙
島
幸
次
　
桂
春
之
輔 

五
月
席
の
ご
案
内

申
込
受
付
中

御
来
場
御
礼

丁稚の存在感が大きい
「悋気の独楽」は、露
の都さんがいろいろな
役を演じ分ける。

桂文喬さんによる「次
の御用日」は、丁稚が
主人公。登場人物の
掛け合いが面白い。

御
来
場
御
礼

イラスト／フジワラトモコ

落
語
／
桂
壱
之
輔「
平
林
」

　
　
　
桂
米
平「
正
月
丁
稚
」　

　
　
　
笑
福
亭
鶴
二「
七
段
目
」　

　
　
　
桂
文
喬「
次
の
御
用
日
」　

　
　
　
露
の
都「
悋
気
の
独
楽
」

鼎
談
／「
小
さ
な
お
店
で
丁
稚
は
育
つ
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
神
吉
直
人（
追
手
門
学
院
大
学
准
教
授
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

◉
お
題【
丁
稚
】

 「
丁
稚
奉
公
に
学
ぶ
」

　

丁
稚
と
は
、
下
働
き
と
し
て
商
家
に
奉
公

す
る
少
年
の
こ
と
。
江
戸
時
代
の
大
坂
に
は

特
に
多
く
、
町
人
の
ま
ち
を
舞
台
に
し
た
上

方
落
語
の
世
界
に
お
い
て
、
欠
か
せ
な
い
存

在
だ
。
落
語
を
聞
き
な
が
ら
、
改
め
て
丁
稚

の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
み
よ
う
。

　

鼎
談
に
は
、『
小
さ
な
会
社
で
ぼ
く
は
育
つ
』

を
上
梓
し
た
神
吉
直
人
さ
ん
が
登
場
。
企
業

内
の
人
と
人
と
の
関
わ
り
を
研
究
し
て
い
る

そ
の
視
点
か
ら
、丁
稚
シ
ス
テ
ム
を
分
析
す
る
。

現代にこそ必要なのは
丁稚精神？ゲストの神
吉直人さんが、職場と
しての商家に注目。

天満橋の表情が、駅ナカから変わる!

パナンテ京阪天満橋
●大阪市中央区天満橋京町１番１号（京阪「天満橋駅」コンコース）
レストラン 11:00AM～11:00PM（土日祝は10:00PMまで）　ショップ 10:00AM～9:00PM　
※年中無休・営業時間は店舗により異なる
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てつ鍋カツを ［藁焼きともつ鍋］

オーダーごとに新鮮
なカツオを藁焼きの
炎で仕上げる。「たっ
ぷりの薬味とポン酢
で、味を変えながらど
うぞ」。夜は和食が中
心のダイニングへ。デ
ザートのかき氷もぜひ
お試しを。
☎06-6232-8891

スタンドgu-te ［バル＆スパイスカレー］

福島の名店の味が、
よりシンプルにわかり
やすく、ささっと味わえ
るように。果実たっぷ
りのサワーと一緒に、
新鮮な和牛のプレー
トなど、大阪産の食材
を使ったバルメニュー
もどうぞ。
☎06-6585-0810

山系無双烈火 ［山形らーめん］

山形の郷土食「ひっ
ぱりうどん」風混ぜそ
ばは、納豆やサバの
ほぐし身、好みで加え
た梅こんぶ酢の一体
感が◎。山形の修行
経験を大阪に持ち帰
り、うまくアレンジして
いる。
☎06-4790-8866

天満橋の表情が、駅ナカから変わる!
京阪天満橋駅構内の「パナンテ京阪天満橋」は、新入りの5店舗をはじめ、どのお店も11時から23時まで
開いているのが嬉しい。西改札口の利用時間も23時まで延長され、天満橋の夜は駅から変わりつつある。

パナンテ京阪天満橋
●大阪市中央区天満橋京町１番１号（京阪「天満橋駅」コンコース）
レストラン 11:00AM～11:00PM（土日祝は10:00PMまで）　ショップ 10:00AM～9:00PM　
※年中無休・営業時間は店舗により異なる

3月21日（火）にリニューアルグランドオープン!

「ちょっとずつ」はお一人様も大歓迎。また、おかずが詰まったわっぱ弁当や
俵型おむすびを店頭でテイクアウトできるのが嬉しい。オフィスに行楽、仕事
帰り……どんなシーンでも頼れそう。☎06-6809-7979

新鮮な車エビ料理は「赤字覚悟です（笑）」。なんと昼の２時から、海鮮をアテ
にお酒が飲める。日替わりの新鮮な魚介が4種類乗っかった、限定30食の
海鮮丼ランチもおすすめ。☎06-4792-8608

▲花火盛り6種842円

▲活車エビおどり 
塩焼き各194円
◀海鮮丼

（にゅうめんと
小鉢付き）
780円

▶米沢ラーメン750円▼名物肉皿1,058円

▲ダルトリトンキーマカレー880円　

▶カツをの藁焼き
たたき定食1,190円

「昼から駅で
カツオのたた
きを食べられ

るなんて！」と、また夜も
来てくださる方が多いん
ですよ。

（店長・稲荷さん）

飛 魚やサバ
のダシが効い
たキーマカレ

ーのほか、「はじめまし
て」の方向けに、食べや
すい欧風カレーも用意し
ました！（店長・高橋さん）

店舗限定の
あっさりした

「米沢ラーメ
ン」は、細麺なので茹で
時間が15秒！ 乗車前の
ささっとランチで活躍し
ます。（店長・安野さん）

車エビのいけ
すは、駅構内
を歩いている

お子さんに人気。お母さ
んたちを引っ張ってのぞ
きこんでいます。

（スタッフ・森田さん）

手作りのおば
んざいを小鉢
に盛っている

ので、あれもこれもと選
んでもらえます。テーブ
ル席も用意しています。

（店長・浦田さん）
ニッポンバルHANABI ［和バル］大衆酒処 うみさち ［居酒屋］

新生パナンテに
加わった

キャラ立ち5店!
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記
録
す
る
建
築

 （
仮
称
）大
阪
新
美
術
館
に
つ
い
て

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

　

新
し
い
美
術
館
の
設
計
者
は
、
コ
ン
ペ
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
持
つ
意

味
は
、
建
築
関
係
者
で
な
け
れ
ば
イ
メ
ー
ジ

し
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

コ
ン
ペ
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
違
い
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
？　

一
般
的
に
コ
ン
ペ
は「
案
」

を
選
び
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
「
人
」
を
選
ぶ

と
言
わ
れ
る
。
前
者
で
は
案
の
中
身
や
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
尊
重
さ
れ
る
の
に
対

し
、
後
者
で
は
実
績
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
。

　

で
は
、
参
加
す
る
建
築
家
に
と
っ
て
は
ど

ち
ら
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
か
。
ま

だ
実
績
に
乏
し
い
若
手
や
、
ア
イ
デ
ア
に
自

信
を
持
つ
人
に
と
っ
て
は
答
え
は
自
明
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
コ
ン
ペ
を
行
っ
た
と
い
う
点

に
、
主
催
者
の
意

志
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

　

最
近
の
傾
向
を
見
る
限
り
、
行
政
主
体
で

行
わ
れ
る
設
計
者
の
選
定
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て

が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い

る
。
新
奇
性
よ
り
も
失
敗
し
な
い
こ
と
を
第

一
義
と
す
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
も
や
む

を
得
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

な
ぜ
コ
ン
ペ
だ
っ
た
の
か
聞
い
て
み
た
い
と

思
っ
た
。

　

取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
大
阪
市
の
新

館
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
い

う
。
定
ま
っ
た
形
の
な
い
、
む
し
ろ
斬
新
さ

が
好
ま
れ
る
美
術
館
は
、
確
か
に
コ
ン
ペ
向

き
だ
ろ
う
。
多
く
の
人
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
刺
激
し
た
い
。
そ
ん
な
強
い
思
い
が

感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
れ
は
コ
ン
ペ
の
参
加
資
格
に
も
表
れ
て

い
る
。
今
回
は
参
加
者
が
あ
ら
か
じ
め
限
定

さ
れ
た
指
名
制
で
は
な
く
、
公
開
型
の
コ
ン

ペ
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
次
審
査
の
参
加
資

格
に
あ
る
、
延
床
面
積
２
０
０
０
㎡
以
上
の

施
設
の
新
増
築
に
か
か
る
設
計
実
績
と
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
の
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
は
と
て
も

低
い
も
の
だ
。

　
「
美
術
館
や
博
物
館
の
設
計
実
績
が
あ
る

こ
と
を
要
件
に
加
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

我
々
は
コ
ン
ペ
を
選
択
し
た
わ
け
で
す
か

ら
、
大
事
な
の
は
中
身
で
す
。
新
し
い
美
術

館
は
1
万
５
０
０
０
㎡
以
上
あ
り
、
そ
れ
を

設
計
す
る
に
は
面
積
要
件
が
小
さ
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
は
り
多
く
の
人
に
ご
参
加
い
た

だ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
で
き
る
限
り

ハ
ー
ド
ル
は
低
く
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
」

　

そ
の
一
方
で
、
当
欄
で
も
後
述
す
る
設
計

に
あ
た
っ
て
守
ら
れ
る
べ
き
要
領
は
、
と
て

も
細
か
く
作
り
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
う
、
こ

こ
に
も
た
く
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る

の
だ
。

　
「
こ
の
美
術
館
に
は
、
こ
う
あ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
長
年
検
討
し
て
き
た
積
み
重
ね
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
経
過
や
学
芸
担
当
職

員
の
思
い
を
受
け
止
め
て
、
作
品
と
し
て
表

現
し
て
も
ら
え
る
も
の
を
選
び
た
か
っ
た
。

で
す
か
ら
、
要
領
に
は
初
め
か
ら
な
る
べ
く

き
っ
ち
り
記
載
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。す
で
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

美
術
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
程
度
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
と
な
る
と
、
今
度
は
そ

の
与
え
ら
れ
た
材
料
を
建
築
が
ど
の
よ
う
に

活
か
す
の
か
を
考
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
我
々
と
し
て
は
、
条
件
を
で
き

る
だ
け
明
確
に
し
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
活

か
す
建
築
を
ご
提
案
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の

で
す
」

　

よ
り
多
く
の
人
か
ら
素
晴
ら
し
い
提
案
を

集
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
コ
ン
ペ
と
い
う
手

法
を
選
ん
だ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
た

し
た
ち
は
も
う
少
し
敬
意
を
払
っ
て
い
い
。

美
術
館
整
備
担
当
課
長
で
あ
る
洞
正
寛
さ
ん

は
、
コ
ン
ペ
を
「
選
択
し
た
」
と
語
る
。

　
「
確
か
に
最
近
の
傾
向
は
そ
の
通
り
で
す

が
、
一
方
で
設
計
者
の
方
か
ら
は
、
や
は
り

コ
ン
ペ
の
方
が
創
造
力
を
か
き
立
て
ら
れ

る
、
や
る
気

に
つ
な
が
る

と
い
う
声
も

う
か
が
い
ま
し
た
。
大
阪
市
と
し
て
は
30
年

以
上
の
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
き
た
美
術

館
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
素
晴
ら
し
い
提

案
を
受
け
て
い
き
た
い
。
同
時
に
対
外
的
な

話
題
も
集
め
ら
れ
る
注
目
度
の
高
い
や
り
方

で
進
め
た
い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ペ
形

式
に
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か

と
判
断
し
ま
し
た
」

　

洞
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
題
材
が
美
術

第
1
回  

コ
ン
ペ
に
託
さ
れ
た
も
の

4月14日まで、大阪工業大学梅田キャンパスOITタワーの1階ギャラリーに
て、コンペの優秀案の展示が行われていた。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
行
き

先
が
中
之
島
と
い
う
の
も
珍
し
く

な
く
な
っ
て
き
た
。
今
年
も
ほ
た

る
ま
ち
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
「
中
之
島 

春
の
文
化
祭
」

は
、
そ
ん
な
中
之
島
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
出
演
す
る

の
は
総
勢
３０
組
。
２０
分
の
持
ち
時

間
で
、
ダ
ン
ス
や
漫
才
、
演
劇
や

浪
曲
な
ど
、
思

い
思
い
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
す
る
。
見

る
者
を
飽
き
さ

せ
な
い
、
多
彩

な
ジ
ャ
ン
ル
の

ス
テ
ー
ジ
が
人

気
の
秘
密
。
ま
た
、
短
め
の
ス
テ

ー
ジ
を
「
お
試
し
」
感
覚
で
の
ぞ

く
お
客
さ
ん
も
多
く
、
興
味
を
持

っ
た
出
演
者
の
本
公
演
へ
足
を
運

ぶ
な
ど
、
関
西
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

と
お
客
さ
ん
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役

に
も
な
っ
て
い
る
。
年
々
出
演
を

熱
望
す
る
団
体
が
増
え
て
い
る
と

い
う
の
も
納
得
。

　

時
間
帯
や
見
た
い
出
演
者
に
よ

っ
て
、
好
き
な
分
だ
け
観
劇
で
き

ら
り
と
景
色
が
変
わ
る
。
毎
日
通

勤
す
る
島
民
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
に

訪
れ
る
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
初
夏
の
風
物
詩
だ
。

　

今
年
の
特
徴
は
、
駅
だ
け
で
な

く
、
中
之
島
エ
リ
ア
と
い
う
街
全

体
が
会
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

沿
線
に
散
ら
ば
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

集
め
る
と
、
中
之
島
ら
し
い
ア
イ

テ
ム
が
当
た
る
「
キ
ー
ワ
ー
ド
ラ

リ
ー
」
は
初
の
試
み
だ
。
期
間
中
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、

バ
ラ
が
見
頃
の
中
之
島
公
園
を
中

心
に
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
駅
構
内

の
飲
食
店
で
の
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
、

界
隈
の
科
学
館
や
美
術
館
、
企
業

が
一
丸
に
な
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

た
く
さ
ん
。
駅
を
き
っ
か
け
に
、

人
々
の
興
味
が
広
が
る
画
期
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

京
阪
電
車
中
之
島
線
の
駅
に
ア

ー
ト
作
品
が
飾
ら
れ
、
美
術
館
の

よ
う
に
な
る
「
キ
テ
・
ミ
テ
中
之
島
」

が
、
今
年
は
５
月
２０
日
（
土
）
よ

り
ス
タ
ー
ト
す
る
。
中
之
島
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
絵
画
や
風
景
を
切
り

取
っ
た
写
真
、
駅
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
活
か
し
た
こ
の
時
期
だ
け
の
デ

ザ
イ
ン
が
構
内
に
設
置
さ
れ
、
が

駅からはじまるアートイベント
「キテ・ミテ 中之島2017」
期間／5月20日（土）～6月25日（日）　観覧無料

（改札内は入場券もしくは乗車券が必要）
◎オープニングセレモニーやキーワードラリー、
その他ワークショップの日程や会場、
参加方法は駅設置のチラシやホームページを参照
http://www.keihan.co.jp/traffic/kitemite/
問い合わせ☎06-6945-4560（京阪電車お客さまセンター）
※平日9:00AM～7:00PM・土曜と休日は5:00PMまで

「中之島 春の文化祭2017」
日時／5月3日（水・祝）2:00PM〜 4日（木・祝）1:00PM〜
当日券／一日通し券3,000円 １ブロック券1,500円

（開演15分前より販売･全席自由）
問い合わせ☎06-6451-6573（ABCホール）
http://asahi.co.jp/abchall/event/

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１７年５月１日発行

る
ブ
ロ
ッ
ク
券
を
設
け
た
こ
と
も
、

気
軽
に
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
る
と

好
評
だ
。
当
日
券
は
、
各
日
開
演

１５
分
前
よ
り
発
売
開
始
さ
れ
る
。

　

文
化
祭
ら
し
く
、
当
日
は
開
放

感
あ
る
屋
外
ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
ジ
で

観
覧
無
料
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
ホ

ッ
ト
ド
ッ
グ
や
お
む
す
び
の
テ
ン

ト
が
並
ぶ
。
川
辺
で
ち
ょ
っ
と
し

た
遠
足
気
分
が
味
わ
え
そ
う
。

 

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

演
者
の
気
合
い
も
十
分

中
之
島 

春
の
文
化
祭

演
者
の
気
合
い
も
十
分

中
之
島 

春
の
文
化
祭

演
者
の
気
合
い
も
十
分

中
之
島 

春
の
文
化
祭

キ
テ・ミ
テ
中
之
島
2
0
1
7
は

中
之
島
全
体
が
会
場
に

キ
テ・ミ
テ
中
之
島
2
0
1
7
は

中
之
島
全
体
が
会
場
に

キ
テ・ミ
テ
中
之
島
2
0
1
7
は

中
之
島
全
体
が
会
場
に

道ど

修し

ょ

う

町ま

ち

　
　
　
　  

寄
席

く
す
り
の
町
の
落
語
会

が
始
ま
り
ま
す
!

第１回
「水の都、
大阪の夏」

髙島幸次
講演

落語

道修町たなみん寄席 検索

桂九雀
「遊山船」 

笑福亭たま
「船弁慶」

日時／６月17日（土）
　　　2:00PM〜4:00PM頃
　　　（受付開始1:00PM〜）
入場料／1,000円（資料代込み）
会場／田辺三菱製薬 本社
詳細・申込はhttp://www.tanamin-yose.net
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ハ
ン
カ
チ
や
文
房
具
、
お
菓
子
に
テ
デ
ィ
ベ

ア
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
に
ラ
ン
プ
…
。
何
の
お
店

な
ん
だ
ろ
う
？
と
思
わ
れ
た
方
も
、
至
る

と
こ
ろ
に
使
わ
れ
た
音
符
や
楽
器
の
モ
チ

ー
フ
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。
ス
タ

ッ
フ
の
エ
プ
ロ
ン
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
染
め
た
も
の

で
す
。

　

こ
こ
は
日
本
で
は
珍
し
い
「
世
界
の
音
楽
ギ

フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
、
こ
の
４
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
は
、
音

楽
好
き
な
ら
ピ
ン
と
く
る
名
前
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
あ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生
涯
に
唯
一

作
り
上
げ
た
オ
ペ
ラ
に
登
場
す
る
女
性
の
こ
と

で
、
囚
わ
れ
た
夫
を
身
を
挺
し
て
助
け
る
健
気

で
勇
敢
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
だ
か
ら
、
ス
タ
ッ

フ
は
み
ん
な
女
性
な
ん
で
す
よ
。
彼
女
は
私
た

ち
の
理
想
。
お
客
さ
ま
に
対
し
て
、
そ
ん
な
真

心
の
あ
る
接
客
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
に
し
ろ
種
類
が
多
い
店
内
で
す
か
ら
、

お
み
や
げ
選
び
に
迷
わ
れ
た
時
は
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

　

た
と
え
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
ち
な
ん
だ

グ
ッ
ズ
が
あ
り

ま
す
。
ド
イ
ツ

に
あ
る
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
生

家
は
「
ベ
ー
ト

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.11

　音楽記号をデザインに取り入れたり、作曲家や演奏家にま
つわるグッズを扱うショップが、この４月に仲間入り。音楽好き
をうならせるセレクトセンスのインポートグッズのほか、「たち吉」
とコラボしたカップ＆ソーサーシリーズは、さりげなく入った音符
のポイントが日常生活でも使いやすいデザインで◎。ステンレ
ス製のグッズは、自社工房を持っているだけに、サインや演奏
椅子など、オーダーメイドも受け付けている。プロも通いたいお
店だ。☎06-6210-5903 10:00AM〜8:00PM 

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社
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。
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。
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催
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ら
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。
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に
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で
す
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Information from レオノーレ ［中之島フェスティバルタワー1階］

音楽好きにはたまらないセレクトをしています

 ［レオノーレ］マネージャー
鳥井尚美さん
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／パナンテ天満橋店／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／
CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店
舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンタ
ーロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病
院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニア
カフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告舞台裏におじゃまします。
いま中之島でお披露目を待っている公演、特別展、新拠点…。
本番までの道のりを、その舞台裏から眺めてみよう。

●『月刊島民』vol.107は2017年6月１日発行です!
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レオノーレ
（中之島フェスティバルタワー1F／P14）
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